
イノベーションチャレンジ2023

～デジタル人材をトランスフォーム人材へ～



1. 組込みシステム技術協会とは
2. イノベーションチャレンジとは
3. 概要説明
4. 昨年参加者の情報

アジェンダ



主催挨拶

一般社団法人 組込みシステム技術協会 理事

渡辺 博之



• JApan Embedded Systems Technology Association
• エレクトロニクス、IoT分野の基幹技術である「組込みシステム技術」を代
表する業界団体

•活動目的
• 組込みシステム技術に関する普及、啓発、教育・資格認定など様々な
事業を展開し、会員・業界の便を図るのみならず、地域振興等、広く公
益に資すること

•会員（2023年2月14日現在）

• 正会員136社 支部会員12社 賛助会員26社
学術会員3団体 個人会員9名

組込みシステム技術協会（JASA）とは



次代の業界リーダーを目指して、試験
制度、コンテストなど独自のプログラム
を展開しています

ミッションとロードマップ



JASA 2030年のあるべき姿



次世代人財育成のための2つのコンテスト

ETロボコン

イノベーション
チャレンジ

〇クラウドからエッジまで
〇制御技術とモデリング
〇これからの「組込みエン
ジニア」を育成

〇デジタル技術を使ったビジネスの企
画・検討と、それを実現するアーキテク
チャの検討
〇これからの社会を牽引できる
「トランスフォーム人材」の育成

ビジネスモデルから制御実装まで、
組込み業界に必要な次世代人材の育成を目指す
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最近、話題のチャットGPT

• 仕事の指示を出す人にとっては、これほど的確に
仕事をこなしてくれるものはないので、指示待ち
族は要らなくなります。

• 対話するだけでプログラミングも単なる質問に答
えるだけではなく、質問に合った表を作ってくれた
り、プログラムも書いてくれます。

参考記事）JBpress 指示待ち族の仕事はなくなる、チャットGPTの衝撃は凄すぎる



新たな目的を新たな⼿段を活⽤できる人材の育成を目的とした実践プロジェクト

～新たな価値を創造するビジネスの企画・立案～

イノベーションチャレンジとは？

新たな目的に向かって事業を牽引する「トランスフォーム人材」や
変革に対応するための「提案型人材」を育成することを目的としま
す。基礎的な理論を習得し、幅広い知識を得るとともに、動画に
よるオンデマンド学習、ワークショップなどを通じて、思考力、企画
力などの実践的な力を鍛えます。



トランスフォーム人材とは？

アイデア・企画図解）イノチャレ2023実行委員会

※新しいアーキテクチャや新しい⼿段



トランスフォーム人材とは？



提案型人材とは？

言われたことだけをこなすだけでなく
自分が何をつくらなければならないのか？
何をつくればお客様に喜ばれるのか？
俯瞰的な視座をもとに提案できる



イノベーションチャレンジは時代とともに変化



イノベーションチャレンジ構成

研修プログラム

各界著名人による
セミナー・ワークショップにて、

知識、⼿法を体系立てて学ぶ講座

育成プログラム
新しいビジネス企画をチームにて

立案し、専門家からのフィードバックを
受けてブラッシュアップを繰り返すことで
思考・行動のトレーニングを行う



アイデア創出ワークショップ@慶應SDM

•慶應SDM※の必修科目である授業
「デザインプロジェクト」の中で教えてい
る新価値創造の方法論「システム×
デザイン思考」をイノチャレ参加チーム
向けに広く体験していただける機会を
⽤意いたします

•本ワークショップは、「デザインプロジェ
クト」の教員陣が中心となって提供し
ており、システム×デザイン思考による
新価値創造を体感的に理解してい
ただける内容です

※慶應SDM：慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネージメント研究科



チームビルディングワークショップ



➢審査方法

• 一次審査：提出された「ビデオ(5分)」「審査資料(10枚)」を元に審査を実施

• 二次審査：各チームによるプレゼンテーションにて審査（オンライン開催）

• 決勝審査：イノベーションチャレンジ決勝大会にてファイナリストチームによるプレゼンテーションにて審査

（リアル会場とオンラインのハイブリット予定）

育成プログラム 審査の流れ

一次審査 二次審査 決勝審査

セミ
ファイナリスト ファイナリスト

プレゼン資料・動画提出による審査

約30→約12チーム
オンラインプレゼン審査

約12→約6チーム
ハイブリッドプレゼン審査

約6チーム



参加チームは、研修プログラム・育成プログラムを通して獲得した
知識や考え方を活かし、今までにないビジネスの企画・立案に
チャレンジします

➢課題
デジタル技術とイノベーションによる、問い(※)を解決するビジネス企画・立案
※

➢審査対象
ソリューションを表現した資料、動画、プレゼンテーション

問い(課題)

市場・社会の「問い」 業界・企業課題の「問い」



⚫誰に対してどのような価値を創出するのかを踏まえた上で、新しい価値で社会的

なインパクトを与えるようなものか等を評価する
価値

アイデア

ビジョン

実現性

一次審査、二次審査、決勝大会において、次の４項目を評価する

⚫ユニーク性があり、合理的かつビジネスを興すための工夫が考えられているか

どうか等を評価する

⚫どのような「問い」に取り組むかを具体的に説明し、なぜ自分たちがこの「問い」

に取り組むのかといった背景や思いを明確にされているかを評価する

⚫実現に向けた問題点等の対応策が取れているのか、仮設と検証がされている

のか等を評価する

審査項目



※学生混合チームをご希望の場合は事務局にご相談ください。

（お申込み多数の場合はご希望に添えない可能性もございます）

➢1チーム当たり、3～5名

パターン１：参加企業にてメンバーを編成

パターン２：学生混合チーム
（例：企業から2名、学生2名の連合編成）

参加チーム編成



産学連携(学生混合)チーム

◆学生の期待効果
✓ リアルな仕事の流れを経験することに
より、組織の仕組み、チームで働くこと
の意義を体得する

✓ 企業が考える課題、仕事の成果とは
何かを理解する

✓ 自分がやるべきことを主体的に考えら
れるようになる

◆社会人の期待効果
✓ 学生が参加することで、より主体的な
マインドの活動へ

✓ （特に若⼿社員）教わる立場から、
教える立場へ、チーム活動やコミュニ
ケーション習得の実践での学び

✓ 俯瞰的な立場での活動が意識し、
仕事でも好影響へ



参加カテゴリ

※学生混合チームはオプション(チームビルディングワークショップ)とセットでのお申込みをお勧めいたします

チームビルディング
アイデア創出

(慶応SDM)

一般 330,000円 ○ ○ ○
JASA 220,000円 チームメンバ分 チームメンバ分 代表者

一般 275,000円 ○ ○
JASA 165,000円 チームメンバ分 代表者

ビューイング 一般 165,000円 ○
(講座視聴のみ) JASA 132,000円 10人分

○なし１チームチャレンジ

プレゼンテーション 相談会講座視聴権

イノチャレ

参加権
参加費

なし なし なし なし なし

○

カテゴリ

研修プログラム 育成プログラム

ワークショップ

チャレンジ+TB
※チームビルディング

１チーム ○ ○



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

研修プログラム

講座

ワーク
ショップ

育成プログラム

企画
コンテスト

オリエンテーション

相談会

●前編公開
(7月上旬)

●チームビルディング
(6月下旬)

●アイデア創出
慶応大学SDM開催

(7月中旬)

●最終アドバイス
(10月上旬)

●審査前アドバイス
(9月上旬)

●企画/検討アドバイス
集合形式
(8月中旬)

決勝審査
(11/17)

●後編公開
(7月下旬)

●オリエンテーション
はじめてのイノチャレ

(6月上旬)

一次審査
(9月下旬)

二次審査
(10/19,20)

●：オンライン開催
◆：オンライン／リアルのハイブリット開催

※期間中は何度も視聴できます

参加申し込み
期間

(4/1～5/31)

全体スケジュール



昨年参加者の情報

26%

27%

8%

18%

21%
1～3年目

4～6年目

7～10年目

11年以上

学生

62%

5%

5%

4%
2%
1%

16%

5%

エンジニア(ソフト、ハード開発) コンサル

新規事業 人事採⽤

ソフトウェア営業 マーケット

学生(理工・情報) 学生(経営)

◆年代問わずの参加形態
✓若⼿層には、早い段階から提案型のマインドチェンジに期待
✓中堅／ベテラン層は、俯瞰的な視座を習得

◆社会人の多くはエンジニア
✓受託スタンスの危機感の表れ
✓ プレゼンの苦⼿意識を克服
✓ チーム活動およびコミュニケーションの醸成

23%

22%

6%
11%

16%
5%

62%
5%

5%

4%
2%
1%

21%

1～3年目 4～6年目 7～10年目 11年以上 理工・情報 経営

エンジニア(ソフト、ハード開発)
コンサル
新規事業
人事採⽤
ソフトウェア営業
マーケット
学生

【外側の円グラフ】

【内側の円グラフ】

2022年の参加者情報（年代、職種）



➢目的ベースで話す、情報得るときに視点が変わった
➢期待とプレッシャーの存在を感じつつ、失敗してもいい場
➢知らない人のとコミュニケーションを取り方やプレゼンテー
ションの発表や資料の作成方法が習得できた

昨年参加者の声



スポンサーシップ

スポンサー内容 ダイヤモンド プラチナ パール エンジェル

スポンサー費用 1,100,000 660,000 330,000 110,000

ロゴの掲載
※WEB、冊子など

○ ○ ○ ○

チャレンジコース　チーム参加権 ３チーム ２チーム １チーム なし

講座視聴権 15名 10名 5名 5名

産学連携チームコーディネート権
◎

(全面バックアップ)

◎

(全面バックアップ)

○

(優先バックアップ) なし



➢具体的に産学連携で企業側でどのような変化が起きた？

産学連携チームよくあるQ&A

⚫若⼿社員が参加することで、自分が主体となる行動に変化し
た（頼る立場から、頼られる立場へ）

■参加者の声
１年目だったこともあり、言われたことをこなすだけだったけど、立
場的にもコニュニケーションがよくできるようになった
※プレゼン担当で、発表が上⼿だったので社内から褒められた



➢学生と一緒に活動する上で、気にかけたポイントは？

産学連携チームよくあるQ&A

⚫話やすい雰囲気を作りがこころがけた
⚫話のするタイミングを平等に与える
⚫活動時間が社会人と学生で異なるので、メリハリをつけた
→個人活動も計画的にスケジュールし、集合できる時間を決
めて一気に作り上げる

■参加者の声
最初のコミュニケーションがむずかしかったけど、慣れたらスムーズに
活動が進められた
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